
令和５年１０月１日 

 

三木市各区（自治会）長 様 

 

(公財)兵庫県住宅再建共済基金    

兵庫県北播磨県民局総務企画室    

 

兵庫県住宅再建共済制度パンフレットの回覧について（依頼） 

 

 平素は、兵庫県住宅再建共済制度の加入促進にご理解とご協力を賜り、誠にありが

とうございます。 

 近年地震やゲリラ豪雨など自然災害の発生が多くなってきており、今後発生が懸念

される南海トラフ巨大地震等にも備えるため、兵庫県では兵庫県住宅再建共済制度

（フェニック共済制度）を設け、フェニックス共済相談員が中心となって地域を回る

などきめ細かい加入促進活動を展開しています。 

 その一環として令和５年11月2日に三木市役所３階プロムナード、１１月９日に吉

川支所１階エントランスにおいて出前相談を実施しますので、お手数をおかけします

が貴区（自治会）においてご案内の回覧にご協力をお願いいたします。また、今回は

兵庫県北播磨県民局加東土木事務所制作の「防災啓発活動広告」も同封しております。

これに掲載のＱＲコードから防災に関する情報も取得できますので、是非ご活用下さ

い。 

この制度について不明な点等がありましたら、お伺いして詳細な説明をさせていた

だきますので、下記担当までご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
（公財）兵庫県住宅再建共済基金  

（兵庫県東播磨県民局総務企画室内） 
 

フェニックス共済相談員  山本 
 

TEL 0795（42）9309 
FAX 0795（43）0169 

担 当 

※添付資料は見本です。 

 加入にご興味のある方は下記担当にご連絡願います 

「案内パンフレット」は市立公民館と三木南交流センターに設置しています。 
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兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）のご案内  
 

ここがポイント !! 
 兵庫県条例に基づく安全・安心の共済制度  

 地震保険や他の共済に加入していても加入可  

 住宅の築年数や規模に関係なく、定額負担で定額給付  

 他の地震保険等に加入している方でも給付を受けられます  
 

 

 

 

 

 

 

基本は１年１度のお支払い  
住宅・家財のセット加入や複数年加入（３年～１０年）には割引もあります！  

 

 

 

 

 
 
 

この機会に「共助」の輪を県全体に広げ自然災害に備えましょう 
【お問い合わせ先】北播磨県民局総務企画室総務防災課 山本 

☎０７９５－４２－９３０９ 

(公財)兵庫県住宅再建共済基金☎０７８－３７１－１０００ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住宅再建共済  
年額 5,000 円  

 

再建・補修時に 
最大 600 万円給付  

準半壊特約  
年額 500 円  
補修時等に 

25 万円給付  

家財再建共済  

 

最大 50 万円給付  

 

伝える 

備える 
活かす 

防災力強化県民運動  

防災マスコット 

   はばタン 

 

 

日時：11/2（木）午前１０時～１２時、午後１３時～１５時  

場所：三木市役所 3 階プロムナード 

日時：11/9（木）午前１０時～１２時、午後１３時～１５時  
場所：三木市役所吉川支所１階エントランス 
※加入をお考えの方は口座番号が確認できるものと金融機関届出印  

又は、クレジットカード内容が確認できるものをご用意ください。 

【複数年割引表】

３年 ５年 １０年

5,000円 14,000円 23,000円 45,000円

（1,000円） （2,000円） （5,000円）

6,500円 18,200円 29,900円 58,500円

（500円） （1,300円） （2,600円） （6,500円）

住宅再建
+特約

+家財再建

※（　）は割引額

毎年度
支払

複数年一括支払

住宅再建
共済のみ

詳しくは 
パンフレットを 
ご覧ください！ 

 

兵庫県北播磨県民局 
(公財)兵庫県住宅 

再建共済基金 

※添付資料は見本です。 

 加入にご興味のある方は上記問い合わせ先にご連絡願います 

「案内パンフレット」は市立公民館と三木南交流センターに設置

しています。 



























事  務  連  絡                                       

令和 5年１０月１日 

 

各 区 長 様 

 

                   三木市立総合隣保館長 

 

 

「隣保館だより」の回覧について(依頼) 

 

仲秋の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申

し上げます。 

日頃は、隣保館事業の推進につきまして格別のご理解ご協力を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

さて、「隣保館だより」の全戸回覧について、お忙しいところお手数

をおかけしますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 送 付 物  隣保館だより １０月号 

 

２ 送付部数  回覧部数分 

 

３ 連 絡 先  三木市志染町吉田８２３ 

         三木市立総合隣保館 

         ℡ ８２－８３８８ 担当：澤田・橘田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

三 木 市 人 権 啓 発 紙 「隣保館だより」ホー

ムページ（カラー版）

URL=https://www.cit

y.miki.lg.jp/site/sougo

urinpokan/ 

 

QR コード⇒ 

 

 

 

  
                               

 

 

 

テーマ：誰一人取り残さない学び 

を保障するために 

 

発明王、エジソン。日本の植物学の父、牧野富太郎。二人の共通点は？それは、小学校中退だったこと

です。学校に行かなかった二人ですが、ともに素晴らしい研究成果を挙げました。人それぞれの学び方

があるということでしょうか。学校教育も多様な学び方を進めようと現在、様々な改善がなされています。 

近年、様々な要因で不登校になった小中高等学校の児童生徒が急増し、大きな社会問題となってい

ます。国は、不登校・ひきこもりをはじめ、十分に教育を受けられない、受けられなかった人たちに、「誰一

人取り残されない学び」を社会全体で保障しようと、学びの多様化学校や夜間中学校の設置などの政

策を進めています。三木市でも、不登校生やひきこもりの人たちを支援するため、学校、行政、民間の関

係機関が連携し、社会的自立をめざした支援や学びの場の提供、相談活動等に取り組んでいます。 
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10 月 

学校 

行政 

民間 
保護者の会 

ＮＰＯ 

フリースクール 

教育委員会学校教育課 
スーパーカウンセラー 

不登校対策指導員 

三木市立教育センター 
みっきぃルーム 

三木市青少年センター 
教育相談・青少年カウンセラー 

社会福祉協議会 
ボランタリー活動プラザみき 

福祉課 

子育て支援課 

人権推進課 
子どもいじめ防止センター 

三木市の誰一人取り残さない学びの支援体制 （イメージ図）

障害福祉課 

不登校・ひきこもり支援 

ネットワーク「ほっぷ・すてっぷ」 

教職員 

不登校担当教員 
スクールカウンセラー 

スクールソーシャルワーカー 

学校以外にもい

ろいろなサポート

があるのですね 
関係機関 

・子ども家庭センター 

・警察  

・医療機関 
・かかりつけ医 

・思春期外来のある病院・

クリニック 

夜間中学校(市外) 



 

 

 
 

～キラキラと輝くために～ 

フリースペース S-BASE 代表 清水 ひとみ 
 

私が娘の不登校と向き合った当時は、不登校生へ

の支援目標が「学校復帰」の一択でした。学校に行

けないことは恥ずかしいことという思いと、学校に行

けないことへの罪悪感を抱え、家に籠る日々。私自身

もダメな母親というレッテルを貼られた気持ちになり、

前にも後ろにも進めず、ただ立ち尽くしていました。壁

を作り、孤独に耐えるしかありませんでした。 

その経験を活かし、親のサポート、子どもの居場所

となるようにと、フリースペース S-BASE（エス・ベー

ス）を設立し、学校以外の学びの場として、地域と繋

がり、不登校の子どもたちでもワクワクするような体

験を提供しています。子どもたちは未来を担う大事な

地域の財産です。地域の方と繋がり、学ぶ機会を大

事にしながら、社会の一部として地域貢献できる機

会を提供しています。 
 

多様な生き方・多様な学び 
不登校児童生徒数は全国で 25 万人に迫る勢い

で増え続けています。201６年に教育機会確保法が

施行され、学校以外の居場所の必要性も認められる

ようになってきました。このように、不登校ではなく、学

び場を選択できる社会、子どもたちの多様な生き方

が認められる社会へと変わろうとしています。ですが、

現実はまだまだ多様性よりも同調性（協調性）が求 

 

められ、人と同じであるように選択し、評価される社

会です。そんな社会に違和感を覚え、学校に行きづら

くなった子どもの多くは、自尊心が低いと感じます。そ

の原因の一つに自己決定の欠如があります。そこで、

子どもたちとの関わりで私たちが意識していることは、

どんな小さな選択でも自己決定を促し、その選択を

評価しないことです。そういった関わりを続けることで、

子どもたちは少しずつ自信を取り戻し、自尊感情も向

上します。自尊感情が向上すると、自分を頼りに歩き

始めるようになるため、生き生きと活動を始めます。 

公教育だけでなく、フリースクールやホームスクー

ルなどのような学びの場を自由に選択でき、また、よ

り自分を輝かせ、自分の世界を広げるためにはどの

スタイルで学ぶことが一番良いのかを選択できるよ

うになれば、不登校という言葉もなくなると思います。 
 

三木市不登校・ひきこもり支援ネットワー

ク「ほっぷ・すてっぷ」が目指すもの 
三木市不登校・ひきこもり支援ネットワーク「ほっ

ぷ・すてっぷ」は、三木市内の不登校・ひきこもりの支

援を行う行政、民間、市民団体が手を取り合って、立

場を越えて連携し、全力でサポートをしようと２０２１

年に発足しました。 

様々な理由で地域や社会との関わりが難しい方や

その家族の勇気のSOSに迅速

に応え、一歩を踏み出せる伴走

者となることを目指しています。 

現在、 S-BASE は、学校に

行きづらいお子様の居場所の

提供、親御さんの相談といった

役割を担っています。 

不登校は引きこもりの入口に

なることもあります。その入口での関わりで、少しでも

人の温かさに触れ、人に頼ることを知り、自分らしく

生きることを取り戻せるよう伴走したいと思います。 

人権の小窓 （ １ ）  

（筆者プロフィール） 

S-BASE 代表 清水 ひとみ 

メンタル心理カウンセラー 

2020 年6 月フリースペース S-BASE 設立 

2023 年 9 月フリースクール S-BASE２号

店設立。親の会「おや BASE」も毎月開催 

令和 5 年 10 月（第２５８回） 



人 権 の 小 窓  （２） 

「姫路に夜間中学校が 

開校しました」 

  ひょうご夜間中学をひろげる会 
        副代表 原田 貞雄 

  

これは、姫路から神戸の西野分校という夜間中

学校に通われた村上玉子さんの作文です。これを

読めば、学ぶ事、すなわち教育を受ける権利は基本

的人権であることがお分かりいただけると思います。

このあと、初めて住所や名前が書けた時の嬉し涙は、

甘かったとつづっておられます。感動の作文でした。 

兵庫県に限らず、学齢期にいろいろな事情で学

校に通えなかった方が大勢おられることが２０２０年

度の国勢調査で分かってきています。このような

方々の一人一人の事情に合わせて、義務教育の機

会を保障すべきとする「義務教育機会確保法」が 

２０１６年に施行されて以来、全国に少しずつ夜間

中学校が開校されるようになってきました。２０２３年

春に全国４１番目の夜間中学校として「姫路市立あ

かつき中学校」が開校しました。夜間中学校は、年

齢、性別、国籍に関わりなく、共に学ぶ場として開校

されました。若い人から高齢の方まで、もちろん話す

言葉や肌の色にも関わりなく、各人の色々な背景の

上にたって共にそれを認め合いながら学ぶ、そこは

自己実現の場となっています。 

  あかつき中学校は、姫路市立の中学校となって

いますが、西播磨、東播磨地域のほとんどの各自治

体とはすでに連携協定が結ばれており、神戸の２校、

尼崎の１校と合わせて条件に合う夜間中学校に通

えるようになっています。現在、市外の方も複数名お

られ、三木市からの希望もあるようです。入学申し

込みの窓口は各市町の教育委員会となっています。  

学校は、「JR東姫路駅」から徒歩５分の距離にあ

ります。生徒さん用の駐車場はありませんが、自動

車通学も可能なようです。授業は一日４時間で、給

食も準備されています。公立中学校ですから、もち

ろん費用は無料となっています。 

 学ぶことは、人権を保障する行動そのものですが、

実際には「夜間中学に通っています」と近所の方に

話せない生徒さんがおられることも事実のようです。

基本的人権がすべての人に保障される世の中の実

現を進めていきたいものです。 

（著者プロフィール）  

原田 貞雄（はらだ さだお） 

ひょうご夜間中学をひろげる会・副代表 

姫路市教育委員会人権教育課長、学事保

健課長を経て小学校長として定年退職。

在職時より、仲間とともに「姫路に夜間

中学を」の運動をはじめた。 

「
学
校(

夜
間
中
学)

へ
行
き
始
め
て
、
私
は
、

も
の
ご
と
に
感
動
し
て
涙
が
よ
く
出
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
、
辛
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
泣
く
ま
い
と
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

生
き
て
き
た
せ
い
か
、
も
の
ご
と
の
楽
し
さ

も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
も
の
を
見

て
も
聞
い
て
も
、
嬉
し
さ
も
楽
し
さ
も
、
肌

で
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

勉
強
し
て
少
し
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な

る
と
、
街
の
看
板
も
新
聞
の
見
出
し
も
、
買

い
物
の
レ
シ
ー
ト
さ
え
も
、
声
を
出
し
て
読

み
た
く
な
り
ま
し
た
。・
・
・
・
」 



（C）こゆり 

 

 

 
  

 

日 曜 催し・講座など 日 曜 催し・講座など 
１ 日  16 月  

２ 月  17 火 
経営・職業相談 10:00～ 

人権フォーラム 18:30 ～19：45（総合隣保館） 

3 火 経営・職業相談 10:00～ 18 水  

４ 水  19 木 人権相談（三木市役所） 

５ 木 
 

20 金 
経営・職業相談 10:00～ 
人権フォーラム 18:30～19:45（吉川町公民館） 

６ 金 経営・職業相談 10:00～ 21 土  

７ 土 
隣保館視察研修（長島愛生園（予定）） 
きらきら書道 13:30～ 

22 日  

23 月 エアロビクス 14:30～15:30 

８ 日  
24 火 経営・職業相談 10:00～ 

人権フォーラム 18:30 ～19：45（総合隣保館） ９ 月 スポーツの日 

1０ 火 経営・職業相談 10:00～ 25 水  

1１ 水  26 木 手芸サークル 13:30～ 

1２ 木 手芸サークル 13:30～ 人権相談（吉川支所） 27 金 経営・職業相談 10:00～ 

1３ 金 
経営・職業相談 10:00～ 
人権相談（緑が丘町公民館） 

28 土 茶道教室 13:00～ 

29 日  

14 土 茶道教室 13:00～ 30 月  

15 日  31 火 経営・職業相談 10:00～ 

人権教育指導員研修会で 

映画ＤＶＤ「破戒」を鑑賞しました 
去る 8 月 31 日、島崎藤村原作「破戒」 

の映画、ＤＶＤビデオを指導員 20 名で 

視聴しました。人気俳優間宮祥太郎が演 

ずるのは、自らの出自に苦悩する主人公 

丑松。子どもたちと丑松との別れを描く 

ラストシーンに心を揺さぶられました。 

〈視聴した指導員の感想（抜粋）〉 

〇「差別は人の心から簡単に消えない」「弱いから差別する」「耐え

るしかない」など、考えさせるセリフが多かった。 

〇大感動でした。一人の勇気ある行動・言動が波動し、血脈として

次世代へ受け継がれることを希望します。また、その一人になって

いきたいと思いました。人は部落、生まれによってではなく、振る

舞い、行動によって真価が問われるものだと思います。 
 

◎ 映画ＤＶＤ「破戒」（  上映時間 119 分）は、三同教のビデオラ

イブラリーに所蔵。学校や団体の人権研修用教材として総合隣

保館で貸し出しをしています。ぜひご活用ください。 

 

  

人権フォーラム開催 
  時刻１８：３０～１９：４５ 

 

17 日（火）三木市立総合隣保館 
 ①色覚異常はおもしろい(作文朗読) 

竹下 征吾さん（平田小 5 年） 
②絆カフェ「カリヨン」の活動を通して 

     木村 優海さん、吉留 翼さん、橋爪 愛翔さん 
（関西国際大学保健医療学部） 

 ③みんなで行きたい「スマイル学級」 
   永柗 郷子さん（吉川小主幹教諭） 
④どんな私でも大丈夫 
   寺尾 直美さん（なおみ助産院 院長） 

    20 日（金）吉川町公民館 
 ①二歳の妹に教えてもらったこと(作文朗読) 

三宅 和音さん（三木中３年） 
②子どもも大人も幸せであるために 

    藤本 恵美さん（別所認定こども園長） 
③子ども達から教わった「思い」への尊重 
   猶原 恵理さん 
④息子との出逢いと別れ 
   大西 秀樹さん（三木市議会議員） 
2４日（火）三木市立総合隣保館 
①すぐ行動(作文朗読) 

前田 采音さん（別所小４年） 
②このごろ思うこと 
   浦 佑里佳さん 
③私が日本社会から受け取ったもの私が返していくもの 
   バレンスエラ エドさん（三木市国際交流協会会員） 
④不登校の子供たちが教えてくれたこと 

清水 ひとみさん（Ｓ－ＢＡＳＥ代表） 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 



（公 印 省 略） 
三 共 募 第 ６ ０ 号 
令和５年１０月１日 

 
各 区 長 様 

 
                       福）兵庫県共同募金会 

三木市共同募金委員会 
                       会長  植 田 吉 則 
                 
     

令和５年度赤い羽根共同募金運動へのご協力について（ご依頼） 
 
 秋冷の候 区長様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申しあ
げます。平素は、共同募金運動に対しまして、多大なるご支援とご協力を賜り
厚くお礼申しあげます。 
 さて、１０月１日より全国で赤い羽根共同募金運動が展開され、三木市にお
いても「助け合い 広がる つながる 赤い羽根」をスローガンに本運動を展
開いたします。 
この運動は、一人ひとりがそれぞれの立場で地域の福祉活動を支え、参加する
運動であり、集まりました募金は、三木市の地域福祉活動推進の財源として、
大きな支えとなっております。 
 つきましては、同封しております共同募金運動ハンドブック（戸別募金編）
により、運動の趣旨をご理解いただき、本年度も貴自治会での運動の啓発と募
金の取りまとめにつきご協力をお願い申しあげます。 
 

記 
 
 １ 啓発及び募集期間  １０月１日～１０月３１日まで 
２ 取りまとめ     １１月６日（月）までにお願いします。 
３ 同封の書類等   

【全自治会共通】  
共同募金運動ハンドブック（戸別募金編） １部 
ポスター １枚 
払込取扱票 １枚 
【必要物品回答分（各自治会）】  
①募金用封筒 

希望された自治会へ必
要数をそれぞれお送り
します。 

②赤い羽根シール 
③戸別領収書 
④赤い羽根共同募金啓発チラシ 

   

【お問合せ先】 
三木市共同募金委員会（三木市社会福祉協議会内） 

 三木市大塚 1-6-40（三木市総合保健福祉センター２階） 
電話（０７９４）８２－４０４３   担当 大西 
三木市吉川町大沢 412（吉川健康福祉センター内） 
電話（０７９４）７２－２９４０   担当 南谷 



 

 

 

 
 

 

 
   

令和５年度版 

赤い羽根共同募金運動 

ハンドブック（戸別募金編） 

～助け合い 広がる つながる 赤い羽根～ 

【赤い羽根ひょうご運動スローガン】  

三木市共同募金委員会 
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1．はじめに 

毎年１０月から始まります赤い羽根共同募金運動（共同募金）においては、区長様をはじ

め自治会役員、協力者の皆さまには多大なご協力を賜り誠にありがとうございます。 

共同募金は、民間の運動として戦争直後の１９４７年に市民が主体の取り組みとしてスタ

ートし、「戦争の復興支援」、「民間の社会福祉の推進」に活用されてきました。そして共

同募金が始まり７０年以上が経った今、社会が大きく変化する中で、さまざまな地域福祉の

課題解決に取り組むための「地域福祉活動を進めるための財源」として、また、市民のやさ

しさや思いやりを届ける運動として、市民主体の運動を進めています。 

自治会におかれましては、共同募金開始から、その目的である「市民参加の運動の推進と、

福祉に対する関心や共感を高めて活動の参加につなぐ実践」にご協力いただき、地域福祉の

推進、発展に大きな役割を担っていただいています。 

寄せられた募金は、兵庫県共同募金会を通じて県下の社会福祉施設や団体に、そして社会

福祉協議会が中心となった市内の地域福祉活動に配分されています。 

運動を展開するにあたり、兵庫県共同募金会や三木市共同募金委員会では、広報活動に努

めていますが、募金の必要性や募金の使いみちについて質問もいただいています。 

このような状況の中、地域の皆さまに「地域福祉活動を進めるための財源」の理解と共感

を得て、募金運動を進めていくために、「共同募金運動ハンドブック」を作成しています。

共同募金の趣旨や実際の募金活動の進め方についてまとめておりますので、募金活動の推進

にご尽力いただきますみなさまにご活用いただければ幸いです。 

新型コロナウイルス感染症により、私たちの生活にさまざまな影響が及びました。このよ

うな時だからこそ、これからの新たなつながりづくりを丁寧に進めることにより、これらの

活動を支える「赤い羽根共同募金」への期待も高まってくると考えています。 

最後になりましたが、秋のご多用の折、誠にお手数をおかけいたしますが、何卒、地域福

祉活動推進のため共同募金運動にご協力いただきますようお願いいたします。 

 

 

社会福祉法人兵庫県共同募金会 

三木市共同募金委員会 

会 長 植 田 吉 則 
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２．赤い羽根共同募金とは 
共同募金は、「地域福祉の推進」を目的とする運動であり、活動の財源です。

地域福祉の推進とは、たとえ生活上の課題を抱えても、誰もが自分らしく地域

の中で暮らせるように、地域住民、ボランティア、専門機関などが協力して、

これらの課題を地域の課題として解決していく取り組みです。 

共同募金は、「地域のために何かしたいけれど、何から始めたらよいかわか

らない」「時間がなくて直接、福祉活動に参加することができない」といった方

が、募金を通じて地域福祉の推進に参加できる運動でもあります。子どもから

高齢者まで、さまざまな方が参加できる最も身近な社会貢献のしくみともいえ

ます。 

また、その募金の多くが地元のまちで使われることから、共同募金は、自ら

の募金が“まちづくり”につながる「じぶんの町をよくするしくみ」であると

いえます。 

共同募金の５つの原則 

民 間 性  さまざまな民間の社会福祉活動の財源として活用されるため、住民の参加

による民間の自主的な活動として実施されています。 

   

地 域 性  
都道府県を単位として、募金活動を行い、都道府県内の多様な民間の社会

福祉活動の財源となります。 

※災害の発生など特別な場合は、他県で活用されることもあります。 

   

計 画 性  配分計画を立案し、その計画に基づいた募金活動を展開します。 

   

公 開 性  住民の信頼のうえに成り立つ募金であることから、「募金がいくら集まっ

て、どのように使われたか」を常に公開しています。 

   

参 画 性  地域で広く呼びかけ、理解と共感を得た募金推進委員の組織的な活動によ

って展開されています。 
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３．共同募金はどのように活用されていますか？ 

●赤い羽根共同募金の使いみち（三木市） 
募金のおよそ８３％は三木市内で活用されています。 

三木市では、令和４年度ご協力いただき寄せられた募金７，０９０，９２６円

のうちおよそ８３％にあたる５，８６９，０００円と繰越金を合わせた９，５９

１，０００円が、令和５年度に市内の地域福祉活動を進めるための財源として

使われています。 

残りの１７％は兵庫県内の福祉施設や災害時の積立に活用されています。 

【令和５年度 赤い羽根共同募金の使いみち】                 （単位：円） 

事 業 名 金 額  

◎地域コミュニティ活動の推進 
＊市内のふれあいサロン開設ボランティアグループに助成金を交付しています。 

＊ふれあい会食会活動に補助金を交付しています。 
2,630,000 

◎ボランタリー活動の拠点整備 
＊ボランティア・市民活動を求めている人とボランティア・市民活動を結びつけ

たり、他団体とのコーディネート、情報提供等を行うなどの活動に使われま
す。 

1,549,000 

◎活動おこしのための機会づくり 

＊市民による多様なボランティア・市民活動が豊かに展開されるための講座・研
修に使われます。地域学校（学びの場）、各ボランティア活動入門講座 等 

656,000 

◎地域活動車貸出事業 
＊地域、市民の方が活動に取り組みやすい環境づくりの一つとして地域活動車の

貸出をしています。貸出車両の維持管理に使われます。 
1,922,000 

◎災害時要援護者調査支援事業 
＊災害時に自力で避難できない方の調査の支援に使われます。 

390,000 

◎点訳・音訳による事業 

＊広報や社協だより等を点訳、音訳し視覚障がいのある方へお届けするために使
われます。 

140,000 

◎高齢者行事活動の助成 
＊高齢者や地域の方の交流と健康増進のための活動支援に使われます。 

80,000 

◎情報収集・提供・発信事業（社協だより発行等） 
＊地域福祉活動や相談窓口などの情報が掲載された情報誌の発行に使われます。 

1,674,000 

◎生活相談者への支援 
 ＊経済的課題を抱えた方に対する支援に使われます。 

400,000 

◎福祉資源マップの作成 
 ＊地域にある既存福祉資源をまとめたマップを作成します。 

150,000 

総  計 9,591,000 
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●赤い羽根共同募金の使いみち（全国） 

 赤い羽根共同募金の使いみちは、インターネットで公開されています。 

赤い羽根データベース「はねっと」 

赤い羽根共同募金に寄せられた寄付金は、毎年、全国のおよそ５万件の地域福祉活動や

草の根のボランティア活動に助成されています。 

平成 14年から赤い羽根データベース「はねっと」が導入され、共同募金の使いみちを、

全国の市町村ごとに一つひとつ紹介する取り組みが行われています。 

 

はねっとのホームページ 

はねっとは、「http://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do」から見ること 

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金の災害・被災地支援のホームページ 
共同募金会では、国内で災害が発生した際に、さまざまな被災者支援活動に取り組んで

います。 

①義援金  災害により被災された方への見舞金として、また、被災された方

の当面の生活を支える資金として、都道府県行政を通じてお渡

します。 

②災害等準備金  毎年共同募金の３％を災害等準備金として積み立てています。

災害発生時には、災害ボランティアセンターの運営資金として、

被災地のボランティア活動を支援します。 

その他の詳しい活動については、「https://www.akaihane.or.jp/saigai/」から見る

ことができます。  

▼はねっとの HPはこちら 

http://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do」から見ること
https://www.akaihane.or.jp/saigai/
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４．共同募金の年間スケジュール 

  
 

 
 

 
 理事会を開催 

（地域配分に対する社会福祉協議会から

の配分申請等を調整） 

 
民間福祉施設・団体から 

配分申請書の受付 

     

    

配分申請の内容を調整 

配分計画を立案 
    

    

     

  募金の目標額決定 

   

 
 物品準備  

募金活動の準備 

厚生労働大臣の告示連絡 
     

 
 三木市区長協議会連合会に戸別募金依頼 

区長様を通じて各自治会へ募金依頼 
  

     

 
 募 金 実 施(１０月１日～１２月３１日) 

   

 
 赤い羽根共同募金集計   

     

 
 地域歳末たすけあい募金 

地域歳末たすけあい募金集計 
  

     

  期間拡大（１月～３月まで）  集計完了 

     

 
   

配分案(募金結果に基づい

て配分計画を調整) 
     

 
   配分決定 

  

三木市共同募金委員会 兵庫県共同募金会 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 
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５．さまざまな募金方法 

戸別募金 
 
各区長を通じて、各世帯へ募金をお願いしています。募金封筒を利

用して集められたり、町内会・自治会で協議され、自治会費等から

募金をされるなど、さまざまな方法でご協力いただいています。 

   

大口募金 
 
市内の事業者や商店、個人の方などに募金の協力をお願いしていま

す。事業者や商店にとっては社会貢献運動となり、福祉への関心を

高め企業イメージの向上になります。 

   

街頭募金 
 
駅前・大型商業店舗等で、広く市民に募金をよびかけます。ボーイ

スカウトやガールスカウト、小学校、中学校、特別支援学校、高等学

校などの協力をいただき実施しています。 

   

学校募金 

 
小学校・中学校・特別支援学校などの児童・生徒によびかけて行う

募金です。募金活動に子どもたちが参加することによって、福祉の

心を豊かにすることを目的に実施しています。 

※保育所・認定こども園・幼稚園には啓発活動を行っています。 

   

団体・職域募金  
 企業・団体・官公庁などの職場で、職員・従業員によびかけ協力いた

だいている募金です。 

   

募金箱による募金 
 市内の店舗や公共施設に募金箱を設置させていただき、多くの方々

に募金をよびかけています。 

 

 

 

 

 

 

Q．運動期間中、戸別募金だけでなく街頭や職場でも募金をお願いされ、 

二重・三重になっているように思うのですが…？ 

Ａ． 共同募金運動は、“国民たすけあい運動”の一環としてはじまりました。一人ひ

とりがそれぞれの立場で、身近な募金活動を通じて寄付することによって、運動に

参加していただくことを目指しています。 

募金を集めるだけでなく、「だれもが福祉について考え、参加する機会をつくる

こと」も目的としているため、様々な場面を通じて啓発・募金運動を行っています。

いずれかの機会でご協力いただければ幸いです。 
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６．共同募金と自治会 

●共同募金と自治会での「戸別募金」について 

「赤い羽根共同募金」は、民間の運動として戦後直後の 1947 年（昭和 22 年）

に、市民が主体の取り組みとしてスタートしました。当初は戦後復興の一助として、

戦争の打撃をうけた福祉施設を中心に資金を支援する活動をしてきました。その後、

高度成長期を経て、現在は、民間の社会福祉の推進、地域福祉活動推進の財源として

活用されています。 

 

募金の一つである「戸別募金」は運動の開始当初から市民参加による運動の象徴

として、今日に至るまで地域福祉を進める財源である赤い羽根共同募金において重

要な役割を担っています。 

三木市共同募金委員会では、各世帯の皆さまには「戸別募金」を通じて運動への参

加をお願いしており、区長様をはじめ、役員の皆さまには、集まりました募金の集約

にご協力をお願いしております。 

「赤い羽根共同募金」は、地域での活動にも幅広く活用されています。三木市で

は、高齢者や障がい者の交流事業やふれあいサロン活動の財源、地域福祉活動に使用

できる地域活動車の維持管理（マイクロバス、１０人乗りハイエース等）や、ボラン

ティア育成のための研修などへ配分されています。 

 

また、赤い羽根共同募金は、「地域福祉活動を進めるための財源」であり、その運

動を通じて自らの募金が“まちづくり”につながる「じぶんの町をよくするしくみ」

です。募金を通じて、子どもから高齢者までみんなが、地域づくりに参加することが

できる運動でもあります。 

区長様をはじめ役員の皆さまには、各世帯の皆さま（寄付者）に、本運動の趣旨や

使いみちを理解していただき、赤い羽根共同募金と地域住民をつないでいただくた

めに、ご協力をお願いいたします。 
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７．戸別募金の取りまとめスケジュール 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 月 

１０ 月 

三木市共同募金委員会 各自治会 

三木市区長協議会連合会

において、戸別募金の説

明と依頼 

各自治会に、依頼文と資

材を送付 

（９月末までに送付） 

領収書が必要な自治会に

は、領収書を発送いたし

ます。（金融機関に預入

し、金額が確定した後、

ご郵送いたします。） 

１０月１日～ 

①「赤い羽根共同募金運

動啓発チラシ」を、全

戸配布、もしくは回覧

にて啓発。 

②自治会ごとに募金活動

の実施（募金封筒、自

治会一括など） 

③取りまとめられた募金

は、事務局へお届けい

ただくか、お振込みを

お願いします。 

※１１月６日（月）ま

でにお願いします。 

１１ 月 



9 

 

８．募金活動に際してお届けする物品 

６月にご確認させていただきました必要物品数をお届けしております。新たに必

要な物品がありましたらご連絡ください。 

 
共同募金ハンドブック 本冊子  

払込取扱票 
郵便局用の振込用紙です。 

振込手数料無料 

 

赤い羽根シール 

啓発のためお渡ししております。各世

帯にお配りください。 

※羽根の形のシールになります。 

 

 

 

 

 

募金用封筒 

長形４号（タテ 20.5cm×9cm） 

募金を集められる際にご活用くださ

い。 

※通信欄は各自治会で必要に応じて

ご利用ください。 

 

 

 

 

 

啓発用チラシ 

（A４サイズ 両面） 

共同募金の使途について記載してお

ります。各世帯への配布、または回覧

をお願いします。 

 

 

 

 

 

戸別領収書 

（１５枚綴り） 

領収書が必要な世帯へお渡しくださ

い。 

利用された場合は募金と合わせて本

会まで控えをお届けください。 
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９．戸別募金の留意点 

●赤い羽根共同募金の取りまとめについて 

赤い羽根共同募金の運動期間は１０月１日からとなっております。三木市では１

０月から１１月を共同募金運動実施期間、１２月を歳末たすけあい運動実施期間と

して運動を展開しています。 

【留意点】 

①募金は寄付者の意思によってされるものですので、出来る範囲でご協力いただ

ければ幸いです。諸事情で募金を辞退される方もいらっしゃると思います。そ

の場合は、ご足労かけましたことお詫びしますとともに、ご理解いただきます

よう、よろしくお願いします。 

②「戸別募金」は前述のとおり、各世帯で共同募金に賛同していただき、ご協力

いただくのが本来のあり方です。 

一方で、担い手等の負担軽減など、各自治会の事情により、自治会内で協議さ

れ、自治会費等から一括して募金に協力いただく自治会もあります。 

この場合において、自治会として、共同募金にご協力をいただくことは法的に

も問題ありません。 

しかしながら、“募金は寄付者の意思”によってされるものであることから、

自治会の総会で議決いただき一括で募金の協力をいただく場合には、決定され

た方法や募金の趣旨、使いみちを自治会の会合や回覧などで、ご周知をお願い

いたします。その際には、本会が作成したチラシ等をご活用ください。 

●募金活動終了後 

  集まりました募金は、以下の方法で、三木市共同募金委員会事務局にご送金くだ

さい。 

  ①直接事務所にお届けいただく方法 

   窓口：三木市総合保健福祉センター２階 三木市社協内 

（三木市大塚１丁目６番４０号） 

三木市吉川支所（吉川健康福祉センター）１階 よかわステーション内 

      （三木市吉川町大沢４１２）  

※事務所は月～金曜日（祝日除く）の午前８時３０分～午後５時１５分まで

となっておりますが、お電話をいただければ午後５時１５分以降でもご対

応させていただきます。 

②郵便局の郵便振替でお振込みいただく方法 

※同封の払込取扱票を窓口でご利用ください。（振込手数料は無料です。） 

③金融機関からお振込みいただく方法 

※次のいずれかの口座に振込をお願いします。  



11 

 

【金融機関一覧】 

金融機関名 口座番号 
フリガナ 

口座名義 

兵庫みらい農業協同組合 

三木市久留美支店 

普通 

６０６４８５９ 

ﾐｷｼｷｮｳﾄﾞｳﾎﾞｷﾝｲｲﾝｶｲｶｲﾁｮｳｳｴﾀﾞﾖｼﾉﾘ 

三木市共同募金委員会 

会長 植田吉則 

みのり農業協同組合 

三木支店 

普通 

４００３３８２ 

ﾐｷｼｷｮｳﾄﾞｳﾎﾞｷﾝｲｲﾝｶｲｶｲﾁｮｳｳｴﾀﾞﾖｼﾉﾘ 

三木市共同募金委員会 

会長 植田吉則 

みのり農業協同組合 

別所支店 

普通 

００２９９８５ 

ﾌｸ)ﾐｷｼｼｬｶｲﾌｸｼｷｮｳｷﾞｶｲｶｲﾁｮｳｳｴﾀﾞﾖｼﾉﾘ 

社会福祉法人 三木市社会福祉協議会 

会長 植田吉則 

みのり農業協同組合 

吉川支店 

普通 

００２４０００ 

ﾐｷｼｼｬｶｲﾌｸｼｷｮｳｷﾞｶｲｶｲﾁｮｳｳｴﾀﾞﾖｼﾉﾘ 

三木市社会福祉協議会 

会長 植田吉則 

※支店間の振込も手数料が有料になります。各支店に口座を開設しております
のでご利用ください。 

 
④下記の公民館でお預けいただく方法 
この場合は、公民館では預かり書を発行させていただき、後日事務局より領収
書を送付します。 
各公民館    ・中央公民館   ・三木南交流センター  

・別所町公民館  ・志染町公民館  
・細川町公民館  ・口吉川町公民館 
・緑が丘町公民館 ・自由が丘公民館  
・青山公民館   ・吉川町公民館 

 

 

９．税制上の優遇措置 

個人の方（世帯としてされた募金は対象外）が赤い羽根共同募金に寄付（募金）

された場合は、所得税および住民税に係わる寄付金控除の対象となります。 

なお、自治会予算内で一括募金されている場合は、個人宛に専用領収書を発行す

ることができませんので、この優遇措置を受けることはできません。 
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●優遇措置の手続き 

確定申告を行うことにより税制上の優遇措置を受けることができます。 

なお、確定申告の際に、兵庫県共同募金会の発行する専用の領収書を添付が必要

となります。必要な場合は三木市共同募金委員会までご連絡ください。 

※控除額等につきましては、税務署へご相談ください。 

 

 

10．おわりに 

  赤い羽根共同募金の運動が始まってから７０年以上が経ち、「赤い羽根共

同募金」の名前は地域に根付き、定着してきました。 

しかし、一方で「なぜ赤い羽根共同募金をするのか」「使い道が分からない」

との声も寄せられます。また、近年様々な目的の寄付が増え、寄付する人は

目的意識をもって、自らの想いや願いを果たせる募金を選択するようになっ

てきています。 

このような状況の中、三木市共同募金委員会では、これまでの広報活動を

課題の一つとし、共同募金活動にご協力いただく皆さまに、共同募金につい

てご理解を深めていただけるよう、ハンドブックを作成しました。 

新型コロナウイルスの感染症の影響がある中ではありますが、様々な配慮

をしたうえで、これまでの地域福祉活動の取り組みで培われた地域のつなが

りを継続できるよう募金活動に取り組みます。 

共同募金の趣旨と意義をご理解のうえ、今後ともご協力のほど、よろしく

お願いします。 

 

【お問合せ】 社会福祉法人兵庫県共同募金会 三木市共同募金委員会 

（社会福祉法人三木市社会福祉協議会内） 

〒673－0413 

三木市大塚 1丁目 6番 40号 

三木市総合保健福祉センター2階 

            TEL（０７９４）８２－４０４３ 

            FAX（０７９４）８６－０８６０ 
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参 考 資 料 
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令和５年度 赤い羽根共同募金運動要綱 

                     兵庫県共同募金会三木市共同募金委員会 

１ 趣旨 

   この運動は、住民相互の支えあいとたすけあいを基調としており、住民の主体的で多

様な地域福祉課題への取り組みを支える運動です。地域福祉の推進がますます求められ

る中、多くの住民の協力と支援が得られるよう、兵庫県共同募金会と連携し、啓発に努

め、積極的な展開を図ります。 

 

２ 運動期間  １０月１日～１２月３１日 

        （期間拡大 １月１日～３月３１日） 

 

３ 募金方法 

（１）戸別募金 

（２）街頭募金     

（３）大口募金 

（４）学校募金 

（５）団体・職域募金 

（６）募金箱の設置 

 

４ 実施上の重点事項 

（１）住民の自発的な意思を基盤とした取り組み 

（２）「赤い羽根データベースはねっと」（中央共同募金会ホームページ）による事業の透 

   明性と情報提供の推進 

（３）受配施設・団体による広報・募金活動への取り組み 

（４）募金協力者への趣旨の周知 

 

５ 広報 

  啓発・広報活動をおこなうことにより、この運動への共感や協力の輪を広げます。 

（１）関係諸団体・学校・施設等へのポスタ－・壁新聞の配布 

（２）赤い羽根共同募金啓発ちらしを発行・配布 

（３）地域ＦＭ局へのスポット放送の協力依頼 

（４）啓発活動の企画実施（１０月１日 職員による啓発活動予定） 

（５）公式インスタグラムによる広報啓発活動 

（６）あかはねちゃんサポーターによる広報啓発活動の実施 

 

６ 目標額    ９，０００，０００円 （令和４年度実績 ７，０９０，９２６円） 

 （広域目標額  １，１６９，０００円） 

 （地域目標額  ７，８３１，０００円）

 



回覧  

          

          

 

令和５年１０月１日   

各 位  

 

三木市都市整備部道路河川課    

課長  小紫 一磨   

三木市吉川支所地域振興課   

課長  辻田 政顕   

 

防犯ニュースの回覧について  

 

秋冷の候、ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。  

日頃は、本市の市政推進に格別のご理解とご協力を賜り、

厚くお礼申しあげます。  

 さて、昨今三木市内においてグレーチングの盗難が多発し

ております。そのため、三木警察署が作成した防犯ニュース

について、回覧の依頼がありました。  

つきましては、防犯ニュースをお読みいただき、盗難への

注意をお願いいたします。  

 

〇お問い合わせ先  

①兵庫県三木警察署  

  〒673-0405 三木市平田 240-1 

電話番号：0794-82-0110 

 ②三木市道路河川課管理係  

  電話番号：0794-82-2000 

  三木市吉川支所地域振興課  

  電話番号：0794-72-0180 

 

例）グレーチング設置状況（農道部） 






